
　

目　
　

次

ペ
ー
ジ

規　
　
　

則

〇
公
害
防
止
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
環
境
対
策
課
）　

　

一

告　
　
　

示

〇
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
申
請 

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
促
進
室
）　

　

二

〇
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定
（
二
件
） 

（
障
害
福
祉
課
）　

　

二

〇
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
廃
止
の
届
出 

（　
　

同　
　

）　

　

三

〇
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
規
則
第
三
十
四
条
の
七
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
重
度
訪
問

　

介
護
に
係
る
障
害
者
自
立
支
援
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
指
定
を
受
け
た
も
の
と
さ

　

れ
た
事
業
者 

（　
　

同　
　

）　

　

三

〇
農
業
振
興
地
域
の
指
定 

（
農
業
振
興
課
）　

　

三

〇
昭
和
四
十
五
年
宮
城
県
告
示
第
二
百
三
十
四
号
（
農
業
振
興
地
域
の
指
定
）
の
一
部

　

改
正 

（　
　

同　
　

）　

　

三

〇
昭
和
四
十
六
年
宮
城
県
告
示
第
二
百
五
十
一
号
（
農
業
振
興
地
域
の
指
定
）
の
一
部

　

改
正 

（　
　

同　
　

）　

　

三

〇
昭
和
四
十
七
年
宮
城
県
告
示
第
二
百
六
十
号
（
農
業
振
興
地
域
の
指
定
）
の
一
部
改

　

正 

（　
　

同　
　

）　

　

三

〇
昭
和
四
十
八
年
宮
城
県
告
示
第
百
六
号
（
農
業
振
興
地
域
の
指
定
）
の
一
部
改
正 

（　
　

同　
　

）　

　

三

〇
昭
和
四
十
八
年
宮
城
県
告
示
第
九
百
五
十
四
号
（
農
業
振
興
地
域
の
指
定
）
の
一
部

　

改
正 

（　
　

同　
　

）　

　

四

〇
道
路
の
区
域
変
更
（
二
件
） 

（
道　

路　

課
）　

　

四

〇
道
路
の
供
用
開
始
（
三
件
） 

（　
　

同　
　

）　

　

四

〇
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
縦
覧
（
六
件
） 

（
都
市
計
画
課
）　

　

五

公　
　
　

告

〇
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了 

（
建
築
宅
地
課
）　

　

六

教
育
委
員
会

〇
自
然
の
家
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

六

公
安
委
員
会

〇
警
備
業
法
施
行
細
則 

六

正　
　
　

誤

〇
宮
城
県
公
報
第
一
九
一
九
号
中 

二
四

規　
　
　

則

　

公
害
防
止
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
二
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
三
号

　
　
　

公
害
防
止
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

公
害
防
止
条
例
施
行
規
則
（
平
成
七
年
宮
城
県
規
則
第
七
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
十
三
条
中
「
証
明
書
」
の
下
に
「
の
様
式
」
を
加
え
、「
立
入
検
査
員
証
（
様
式
第
十
六
号
）」
を
「
様
式
第
十

六
号
」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
十
六
号
（
表
）
中　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

（1）　 平成20年２月15日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第1933号　　 
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」



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２　

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
交
付
さ
れ
て
い
る
改
正
前
の
公
害
防
止
条
例
施
行
規
則
様
式
第
十
六
号
に
よ
る
身
分

を
示
す
証
明
書
は
、
改
正
後
の
公
害
防
止
条
例
施
行
規
則
様
式
第
十
六
号
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

３　

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
改
正
前
の
公
害
防
止
条
例
施
行
規
則
の
様
式
に
よ
り
調
製
し
た
用
紙
は
、
こ

の
規
則
の
施
行
後
に
お
い
て
も
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

告　
　
　

示

〇
宮
城
県
告
示
第
百
二
十
六
号

　

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
特
定
非
営
利
活
動

法
人
の
定
款
の
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
五
項
で
準
用
さ
れ
る
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告

示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
二
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称　

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

ガ
ン
バ
・
ペ
ッ
チ
ャ
ー

一　

代
表
者
の
氏
名　
　
　
　
　
　

伊
東　

孝
司

二　

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地　
　

柴
田
郡
川
崎
町
大
字
前
川
字
堀
切
十
三
番
地
十
三

三　

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的　
　

こ
の
法
人
は
、
地
域
の
障
害
者
の
自
立
を
支
援
す
る
事
業
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

障
害
者
の
社
会
復
帰
及
び
社
会
参
加
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

四　

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日　
　
　

平
成
二
十
年
一
月
二
十
九
日

〇
宮
城
県
告
示
第
百
二
十
七
号

　

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
二
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
百
二
十
八
号

　

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
二
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

第1933号　平成20年２月15日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （2）

事

業

所

番

号

〇
四
一
五
一
〇
〇
八
六
六

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

ほ
っ
ぷ

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三

丁
目
五
番
二
十
二
号

長
町
遊
楽
庵
び
す
た
〜

り仙
台
市
太
白
区
長
町
三

丁
目
七
番
一
号

指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
種
類

就
労
移
行
支
援

就
労
継
続
支
援
Ａ
型

設
置
者
名

特
定
非
営
利
活

動
法
人
ほ
っ
ぷ

指
定
年
月
日

平
成
二
十
年

二
月
一
日

事

業

所

番

号

〇
四
一
五
二
〇
〇
五
五
九

〇
四
一
五
三
〇
〇
四
〇
九

〇
四
一
五
二
〇
〇
五
六
七

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

安
心
生
活
サ
ー
ビ
ス
仙

台仙
台
市
宮
城
野
区
鶴
ヶ

谷
東
二
丁
目
二
十
五－

二
十
七

ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
日
な
た

仙
台
市
若
林
区
河
原
町

一
丁
目
一－

五
リ
ラ
イ

ア
ン
ス
河
原
町
一
〇
一

ほ
っ
と
ヘ
ル
パ
ー
ス

テ
ー
シ
ョ
ン

仙
台
市
宮
城
野
区
鶴
ヶ

指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
種
類

居
宅
介
護

重
度
訪
問
介
護

居
宅
介
護

重
度
訪
問
介
護

居
宅
介
護

重
度
訪
問
介
護

行
動
援
護

設
置
者
名

有
限
会
社
す
ず

め
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ株
式
会
社
白
百

合
企
画

株
式
会
社
ほ
っ

と
ラ
イ
フ

指
定
年
月
日

平
成
二
十
年

二
月
一
日

平
成
二
十
年

二
月
一
日

平
成
二
十
年

二
月
一
日

「

第　　　　号

公害防止条例第72条第４項の規定による

身 分 証 明 書 

　　　　　　　職名及び氏名

年　　月　　日生　　　

年　　月　　日発行　　

年　　月　　日限り有効

宮城県知事　　　　　　　　印

」

写　
　

真



〇
宮
城
県
告
示
第
百
二
十
九
号

　

障
害
者
自
立
支
援
法（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
か
ら
次
の
と
お
り
事
業
を
廃
止
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り

告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
二
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
百
三
十
号

　

障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
規
則
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
十
九
号
）
第
三
十
四
条
の
七
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
重
度
訪
問
介
護
に
係

る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
を
受
け
た
も
の
と
さ
れ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第

一
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
二
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
百
三
十
一
号

　

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
八
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
登

米
市
に
係
る
農
業
振
興
地
域
を
別
冊
の
と
お
り
指
定
す
る
。

　

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
農
業
振
興
課
）
及
び
登
米
地
方
振
興
事
務
所
に
備
え
置
い
て

縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
二
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
百
三
十
二
号

　

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
八
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
昭

和
四
十
五
年
宮
城
県
告
示
第
二
百
三
十
四
号
（
農
業
振
興
地
域
の
指
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十

年
二
月
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
二
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

迫
町
及
び
南
方
町
に
係
る
農
業
振
興
地
域
を
削
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
百
三
十
三
号

　

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
八
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
昭

和
四
十
六
年
宮
城
県
告
示
第
二
百
五
十
一
号
（
農
業
振
興
地
域
の
指
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十

年
二
月
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
二
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

米
山
町
に
係
る
農
業
振
興
地
域
を
削
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
百
三
十
四
号

　

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
八
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
昭

和
四
十
七
年
宮
城
県
告
示
第
二
百
六
十
号
（
農
業
振
興
地
域
の
指
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
年

二
月
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
二
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

登
米
町
及
び
東
和
町
に
係
る
農
業
振
興
地
域
を
削
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
百
三
十
五
号

　

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
八
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
昭

和
四
十
八
年
宮
城
県
告
示
第
百
六
号
（
農
業
振
興
地
域
の
指
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
年
二
月

（3）　 平成20年２月15日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第1933号　　 

〇
四
一
五
三
〇
〇
四
一
七

〇
四
一
五
二
〇
〇
五
七
五

谷
四
丁
目
二
番
地
の
二

有
限
会
社
三
ツ
矢
交
通

仙
台
市
若
林
区
荒
浜
新

二
丁
目
十
九
番
地
の
四

ア
ー
ス
ワ
ー
ク

仙
台
市
宮
城
野
区
平
成

一
丁
目
三
番
十
五
号

居
宅
介
護

居
宅
介
護

重
度
訪
問
介
護

有
限
会
社
三
ツ

矢
交
通

株
式
会
社
ア
ー

ス
ワ
ー
ク

平
成
二
十
年

二
月
一
日

平
成
二
十
年

二
月
一
日

事

業

所

番

号

〇
四
一
五
一
〇
〇
七
九
一

〇
四
一
〇
二
〇
〇
三
〇
七

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

ク
リ
ス
タ
ル
介
護
セ
ン
タ
ー
青

葉仙
台
市
青
葉
区
宮
町
四
丁
目
七

－

十
九
第
二
橋
元
ビ
ル
一
Ｆ

ク
リ
ス
タ
ル
介
護
セ
ン
タ
ー
石

巻石
巻
市
双
葉
町
三－

三
十
二－

二
フ
レ
ン
ド
ハ
ウ
ス
１
Ｂ
号
室

設　

置

者

名

株
式
会
社
ク
リ
ス
タ
ル
介
護

セ
ン
タ
ー

株
式
会
社
ク
リ
ス
タ
ル
介
護

セ
ン
タ
ー

廃
止
年
月
日

平
成
十
九
年

十
二
月
三
十
一

日平
成
十
九
年

十
二
月
三
十
一

日

事

業

所

番

号

〇
四
一
五
三
〇
〇
四
一
七

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

有
限
会
社
三
ツ
矢
交
通

仙
台
市
若
林
区
荒
浜
新
二
丁
目

十
九
番
地
の
四

設　

置

者

名

有
限
会
社
三
ツ
矢
交
通

指
定
年
月
日

平
成
二
十
年

二
月
一
日



十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
二
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

中
田
町
、
豊
里
町
及
び
石
越
町
に
係
る
農
業
振
興
地
域
を
削
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
百
三
十
六
号

　

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
八
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
昭

和
四
十
八
年
宮
城
県
告
示
第
九
百
五
十
四
号
（
農
業
振
興
地
域
の
指
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十

年
二
月
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
二
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

津
山
町
に
係
る
農
業
振
興
地
域
を
削
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
百
三
十
七 
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
二
月
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
仙
台
東

土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
二
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道 

二　

路　

線　

名　

泉
塩
釜
線

三　

道
路
の
区
域

〇
宮
城
県
告
示
第
百
三
十
八
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
二
月
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
石
巻
土

木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
二
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

女
川
牡
鹿
線

三　

道
路
の
区
域

〇
宮
城
県
告
示
第
百
三
十
九
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
二
月
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
石
巻
土

木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
二
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
百
四
十
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
二
月
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
石
巻
土

木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
二
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
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変　

更　

の　

区　

間

多
賀
城
市
浮
島
字
宮
前
一
三
九
番
地
先
か
ら

同
市
浮
島
字
宮
前
一
三
五
番
地
先
ま
で

変
更
の

前　

後
前後

敷

地

の

幅

員

（
メ
ー
ト
ル
）

一
九
・
〇
〜

　
　

二
六
・
五

一
五
・
〇
〜

　
　
　
　

三
五
・
五

敷

地

の

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

三
九
・
〇

一
一
八
・
〇

変　

更　

の　

区　

間

牡
鹿
郡
女
川
町
飯
子
浜
字
飯
子
二
〇
八
番
地
先
か

ら同
町
飯
子
浜
字
夏
浜
三
番
四
地
先
ま
で 

変
更
の

前　

後
前後

敷

地

の

幅

員

（
メ
ー
ト
ル
）

一
八
・
〇
〜

　
　

三
四
・
〇

　

八
・
〇
〜

　
　
　
　

五
〇
・
〇

敷

地

の

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

二
〇
五
・
〇

二
〇
五
・
〇

道

路

の

種　
　

類

県　
　

道

路　

線　

名

石
巻
鹿
島
台

大
衡
線

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

石
巻
市
蛇
田
菰
継
三
七
番
一
地
先
か
ら

同
市
須
江
字
中
埣
三
四
三
番
地
先
ま
で

供
用
開
始
年
月
日

平
成
二
十
年

　
　
　

二
月
十
五
日



〇
宮
城
県
告
示
第
百
四
十
一
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
二
月
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
大
河
原

土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
二
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
百
四
十
二
号

　

大
崎
市
か
ら
古
川
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第

百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
二
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類　

古
川
都
市
計
画
下
水
道

　

２　

名
称　

大
崎
市
公
共
下
水
道

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）　

〇
宮
城
県
告
示
第
百
四
十
三
号

　

大
崎
市
か
ら
岩
出
山
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律

第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
二
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類　

岩
出
山
都
市
計
画
下
水
道

　

２　

名
称　

大
崎
市
公
共
下
水
道

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
百
四
十
四
号

　

大
崎
市
か
ら
鳴
子
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第

百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
二
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類　

鳴
子
都
市
計
画
下
水
道

　

２　

名
称　

大
崎
市
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
百
四
十
五
号

　

大
崎
市
か
ら
鹿
島
台
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律

第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
二
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類　

鹿
島
台
都
市
計
画
下
水
道

　

２　

名
称　

大
崎
市
流
域
関
連
公
共
下
水
道

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
百
四
十
六
号

　

大
崎
市
か
ら
古
川
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第

百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
二
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類　

古
川
都
市
計
画
下
水
道
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道

路

の

種　
　

類

県　
　

道

路　

線　

名

奥
松
島
松
島

公
園
線

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

東
松
島
市
宮
戸
字
大
平
山
二
番
一
地
先
か
ら

同
市
宮
戸
字
松
ヶ
島
三
番
地
先
ま
で

供
用
開
始
年
月
日

平
成
二
十
年

　
　
　

二
月
十
五
日

道

路

の

種　
　

類

県　
　

道

路　

線　

名

越
河
角
田
線

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

角
田
市
小
田
字
中
島
四
三
番
四
地
先
か
ら

同
市
小
田
字
黒
内
三
七
番
一
地
先
ま
で

供
用
開
始
年
月
日

平
成
二
十
年

　
　

二
月
二
十
六
日



　

２　

名
称　

大
崎
市
流
域
関
連
公
共
下
水
道

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
百
四
十
七
号

　

美
里
町
か
ら
小
牛
田
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律

第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
二
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類　

小
牛
田
都
市
計
画
下
水
道

　

２　

名
称　

美
里
町
流
域
関
連
公
共
下
水
道

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）　

公　
　
　

告

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
平
成
二
十
年
二
月
六
日
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
二
月
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

教
育
委
員
会

　

自
然
の
家
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
二
月
十
五
日

 

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委

員

長　
　

大　
　

村　
　

虔　
　

一　
　
　

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
一
号

　
　
　

自
然
の
家
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

自
然
の
家
管
理
規
則
（
平
成
十
七
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
一
条
中
「
、
宮
城
県
泉
が
岳
自
然
の
家
」
を
削
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。　

公
安
委
員
会
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一　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

多
賀
城
市
留
ヶ
谷
二
丁
目
七
十
番
並
び
に
百
四
番
一
、

百
五
番
及
び
百
十
五
番
一
の
各
一
部

　

仙
台
市
宮
城
野
区
榴
ヶ
岡
二
丁
目
二
番
地
十
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　

株
式
会
社
み
つ
ば

〇
宮
城
県
公
安
委
員
会
規
則
第
１
号

　
警
備
業
法
施
行
細
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　
平
成
20年
２
月
15日

宮
城
県
公
安
委
員
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

委
員
長
　
　
檜
　
　
山
　
　
公
　
　
夫
　
　
　

　
　
　
警
備
業
法
施
行
細
則

　
警
備
業
法
施
行
細
則
（
平
成
17年
宮
城
県
公
安
委
員
会
規
則
第
15号
）
の
全
部
を
改
正
す
る
。

目
次

　
第
１
章
　
総
則
（
第
１
条
）

　
第
２
章
　
警
備
業
の
認
定
等
（
第
２
条
－
第
５
条
）

　
第
３
章
　
警
備
業
務
（
第
６
条
）

　
第
４
章
　
教
育
等
（
第
７
条
－
第
17条
）

　
第
５
章
　
機
械
警
備
業
（
第
18条
－
第
20条
）

　
第
６
章
　
監
督
（
第
21条
－
第
25条
）

　
第
７
章
　
雑
則
（
第
26条
）

　
附
則

　
　
　
第
１
章
　
総
則

　
（
趣
旨
）

第
１
条
　
こ
の
規
則
は
、
警
備
業
法
（
昭
和
47年
法
律
第
117号

。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）、
警
備
業
法
施
行
令
（
昭
和

57年
政
令
第
308号

）、
警
備
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
58年
総
理
府
令
第
１
号
。
以
下
「
施
行
規
則
」
と
い
う
。）、

警

備
員
指
導
教
育
責
任
者
及
び
機
械
警
備
業
務
管
理
者
に
係
る
講
習
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
58年
国
家
公
安
委
員
会

規
則
第
２
号
。
以
下
「
講
習
規
則
」
と
い
う
。）、

警
備
員
等
の
検
定
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
17年
国
家
公
安
委
員

会
規
則
第
20号
。
以
下
「
検
定
規
則
」
と
い
う
。）
及
び
警
備
員
教
育
を
行
う
者
等
を
定
め
る
規
程
（
平
成
８
年
国
家

公
安
委
員
会
告
示
第
21号
。
以
下
「
警
備
員
教
育
規
程
」
と
い
う
。）
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と

す
る
。
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第
２
章
　
警
備
業
の
認
定
等

　
（
不
認
定
通
知
書
の
様
式
）

第
２
条
　
施
行
規
則
第
６
条
の
通
知
書
の
様
式
は
、
不
認
定
通
知
書
・
認
定
証
不
更
新
通
知
書
（
別
記
様
式
第
１
号
）

の
と
お
り
と
す
る
。

　
（
認
定
証
不
更
新
通
知
書
の
様
式
）

第
３
条
　
施
行
規
則
第
10条
の
通
知
書
の
様
式
は
、
不
認
定
通
知
書
・
認
定
証
不
更
新
通
知
書
の
と
お
り
と
す
る
。

　
（
認
定
の
取
消
し
の
手
続
）

第
４
条
　
法
第
８
条
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
取
消
し
は
、
認
定
取
消
通
知
書
（
別
記
様
式
第
２
号
）
を
交
付
し
て
行
う

も
の
と
す
る
。

　
（
認
定
証
返
納
届
出
書
の
様
式
）

第
５
条
　
法
第
12条
第
３
項
の
届
出
書
の
様
式
は
、
認
定
証
返
納
届
出
書
（
別
記
様
式
第
３
号
）
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　
　
第
３
章
　
警
備
業
務

　
（
携
帯
を
禁
止
す
る
護
身
用
具
）

第
６
条
　
法
第
17条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
携
帯
を
禁
止
す
る
護
身
用
具
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

�
　
金
属
製
の
楯

�
　
鉄
棒
そ
の
他
人
の
身
体
に
重
大
な
害
を
加
え
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
。
た
だ
し
、警
戒
棒（
長
さ
60セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
以
下
、
直
径
３
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
及
び
重
さ
320グ

ラ
ム
以
下
の
円
棒
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）、
警
戒
杖

（
長
さ
が
90セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
130セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
円
棒（
白
樫
若
し
く
は
こ
れ
よ
り
硬
度
の
低

い
木
材
若
し
く
は
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
主
た
る
材
質
と
す
る
直
径
2.8セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の
又
は
ア

ル
ミ
合
金
を
主
た
る
材
質
と
す
る
先
筒
部
分
の
直
径
2.8セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
及
び
厚
さ
0.2セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル

以
下
の
２
段
式
若
し
く
は
３
段
式
の
も
の
に
限
る
。）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
及
び
非
金
属
製
の
楯
（
縦
50セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
以
下
、
横
30セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
及
び
厚
さ
1.8セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の
（
楯
の
正
面
の
像

が
長
辺
50セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
及
び
短
辺
30セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
長
方
形
の
内
部
に
収
ま
る
も
の
で
あ
っ
て
、
厚
さ

1.8セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の
を
含
む
。）
に
限
る
。
以
下
同
じ
。）
を
除
く
。

２
　
警
備
業
者
及
び
警
備
員
は
、
部
隊
を
編
成
す
る
な
ど
集
団
の
力
を
用
い
て
警
備
業
務
を
行
う
場
合
は
、
警
戒
棒
及

び
警
戒
杖
を
携
帯
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
競
輪
場
等
の
公
営
競
技
場
で
警
備
業
務
を
行
う
場
合
に
お
い
て
警

戒
棒
を
携
帯
す
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３
　
警
備
業
者
及
び
警
備
員
は
、
前
項
で
定
め
る
場
合
の
ほ
か
、
次
の
警
備
業
務
以
外
の
警
備
業
務
を
行
う
場
合
は
、

警
戒
杖
及
び
非
金
属
製
の
楯
を
携
帯
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
２
号
の
警
備
業
務
に
お
け
る
非
金
属
製
の
楯

の
携
帯
は
、
深
夜
（
午
前
零
時
か
ら
日
の
出
ま
で
を
い
う
。）
に
お
い
て
行
う
場
合
に
限
る
。

�
　
法
第
２
条
第
５
項
の
機
械
警
備
業
務
（
指
令
業
務
を
除
く
。）

�
　
検
定
規
則
第
１
条
第
２
号
の
施
設
警
備
業
務
（
警
察
官
が
現
に
警
戒
を
行
っ
て
い
る
施
設
の
う
ち
次
に
掲
げ
る

も
の
に
お
い
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。）

ア
　
空
港

イ
　
原
子
力
発
電
所
そ
の
他
の
原
子
力
関
係
施
設

ウ
　
大
使
館
、
領
事
館
そ
の
他
の
外
交
関
係
施
設

エ
　
国
会
関
係
施
設
及
び
政
府
関
係
施
設

オ
　
石
油
備
蓄
基
地
そ
の
他
の
石
油
関
係
施
設
、
火
力
発
電
所
そ
の
他
の
電
力
関
係
施
設
、
ガ
ス
製
造
所
そ
の
他

の
ガ
ス
関
係
施
設
、
浄
水
場
そ
の
他
の
水
道
関
係
施
設
、
鉄
道
、
航
空
そ
の
他
の
交
通
の
安
全
の
確
保
の
た
め

の
業
務
が
行
わ
れ
て
い
る
施
設
そ
の
他
こ
れ
ら
の
施
設
に
準
ず
る
施
設
で
、
当
該
施
設
に
対
し
て
テ
ロ
行
為
が

行
わ
れ
た
場
合
に
多
数
の
者
の
生
活
に
著
し
い
支
障
が
生
じ
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の

カ
　
火
薬
、
毒
物
若
し
く
は
劇
物
の
製
造
又
は
貯
蔵
に
係
る
施
設
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
施
設
で
、
当
該
施
設
に

対
し
て
テ
ロ
行
為
が
行
わ
れ
た
場
合
に
当
該
施
設
内
又
は
当
該
施
設
の
周
辺
の
人
の
生
命
若
し
く
は
身
体
に
著

し
い
危
険
が
生
じ
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の

�
　
検
定
規
則
第
１
条
第
５
号
の
核
燃
料
物
質
等
危
険
物
運
搬
警
備
業
務
及
び
同
条
第
６
号
の
貴
重
品
運
搬
警
備
業

務

　
　
　
第
４
章
　
教
育
等

　
（
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
資
格
者
証
の
不
交
付
）

第
７
条
　
法
第
22条
第
４
項
の
規
定
に
よ
る
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
資
格
者
証
の
交
付
を
行
わ
な
い
と
き
は
、
資
格

者
証
不
交
付
通
知
書
（
別
記
様
式
第
４
号
）
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

　
（
資
格
者
証
の
返
納
命
令
）

第
８
条
　
法
第
22条
第
７
項
の
規
定
に
よ
る
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
資
格
者
証
の
返
納
命
令
は
、
資
格
者
証
返
納
命

令
書
（
別
記
様
式
第
５
号
）
を
交
付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

　
（
講
習
修
了
証
明
書
の
不
交
付
）

第
９
条
　
法
第
22条
第
２
項
第
１
号
の
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
及
び
法
第
42条
第
２
項
第
１
号
の
機
械
警
備
業

務
管
理
者
講
習
に
お
い
て
、
偽
り
そ
の
他
不
正
な
手
段
に
よ
り
受
講
し
た
た
め
、
講
習
規
則
第
７
条
第
１
項
又
は
第

12条
第
１
項
の
修
了
証
明
書
を
交
付
し
な
い
と
き
は
、
講
習
修
了
証
明
書
不
交
付
通
知
書
（
別
記
様
式
第
６
号
）
を

交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

　
（
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
兼
任
の
承
認
等
）

第
10条
　
施
行
規
則
第
39条
第
３
項
の
規
定
に
よ
る
専
任
の
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
を
置
く
こ
と
を
要
し
な
い
営
業

所
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
兼
任
承
認
申
請
書
（
別
記
様
式
第
７
号
）
を
当
該

営
業
所
の
所
在
地
の
所
轄
警
察
署
長
を
経
由
し
て
宮
城
県
公
安
委
員
会
（
以
下
「
公
安
委
員
会
」
と
い
う
。）
に
提
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出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
承
認
を
行
う
と
き
は
、
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
兼
任
承
認
通
知
書
（
別
記
様
式
第
８
号
）
を
交
付
す
る

も
の
と
す
る
。

３
　
第
１
項
の
承
認
を
行
わ
な
い
と
き
は
、
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
兼
任
不
承
認
通
知
書
（
別
記
様
式
第
９
号
）
を

交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

　
（
公
示
事
項
）

第
11条
　
講
習
規
則
第
２
条
第
２
号
（
講
習
規
則
第
13条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
に
掲
げ
る
事
項
は
、
次

の
と
お
り
と
す
る
。

�
　
受
講
の
申
込
み
の
期
限

�
　
受
講
申
込
書
の
提
出
先
及
び
提
出
の
方
法

�
　
受
講
の
申
込
み
に
必
要
な
書
類
等

�
　
手
数
料
の
納
入
時
期
及
び
納
入
方
法

２
　
講
習
規
則
第
２
条
第
３
号
（
講
習
規
則
第
13条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
に
掲
げ
る
事
項
は
、
次
の
と

お
り
と
す
る
。

�
　
講
習
規
則
第
３
条
各
号
に
掲
げ
る
受
講
対
象
者
（
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
に
限
る
。）

�
　
講
習
の
実
施
を
委
託
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
受
託
法
人
の
名
称
及
び
住
所
並
び
に
代
表
者
の
氏
名

�
　
そ
の
他
講
習
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項

　
（
受
講
申
込
書
の
添
付
書
類
）

第
12条
　
講
習
規
則
第
４
条
第
２
項
の
書
面
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定

め
る
書
面
と
す
る
。

�
　
講
習
規
則
第
３
条
第
１
号
に
掲
げ
る
者
　
警
備
業
務
従
事
証
明
書
（
別
記
様
式
第
10号
）
及
び
履
歴
書

�
　
講
習
規
則
第
３
条
第
２
号
に
掲
げ
る
者
　
検
定
規
則
第
４
条
に
規
定
す
る
１
級
の
検
定
に
係
る
合
格
証
明
書
の

写
し

�
　
講
習
規
則
第
３
条
第
３
号
に
掲
げ
る
者
　
検
定
規
則
第
４
条
に
規
定
す
る
２
級
の
検
定
に
係
る
合
格
証
明
書
の

写
し
及
び
警
備
業
務
従
事
証
明
書

２
　
前
項
第
１
号
又
は
第
３
号
に
掲
げ
る
者
が
警
備
業
務
従
事
証
明
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
や
む
を
得
な
い

事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
誓
約
書
（
別
記
様
式
第
11号
）
及
び
履
歴
書
を
警
備
業
務
従
事
証
明
書
に
代
え
る
も
の
と

す
る
。

　
（
指
定
の
申
請
等
）

第
13条
　
警
備
員
教
育
規
程
第
１
条
第
４
号
の
規
定
に
よ
る
基
本
教
育
及
び
警
備
員
教
育
規
程
第
３
条
第
５
号
の
規
定

に
よ
る
業
務
別
教
育
を
行
う
に
つ
い
て
十
分
な
能
力
を
有
す
る
者
の
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
指
定
申
請
書

（
別
記
様
式
第
12号
）
を
当
該
営
業
所
の
所
在
地
の
所
轄
警
察
署
長
を
経
由
し
て
公
安
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
指
定
を
行
う
と
き
は
、
指
定
書
（
別
記
様
式
第
13号
）
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
第
１
項
の
指
定
を
行
わ
な
い
と
き
は
、
不
指
定
通
知
書
（
別
記
様
式
第
14号
）
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

　
（
検
定
の
受
検
資
格
の
認
定
等
）

第
14条
　
検
定
規
則
第
８
条
第
２
号
の
規
定
に
よ
る
１
級
の
検
定
の
受
検
資
格
を
有
す
る
こ
と
の
認
定
を
受
け
よ
う
と

す
る
者
は
、
１
級
検
定
受
検
資
格
認
定
申
請
書
（
別
記
様
式
第
15号
）
を
当
該
営
業
所
の
所
在
地
の
所
轄
警
察
署
長

を
経
由
し
て
公
安
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
認
定
を
行
う
と
き
は
、
１
級
検
定
受
検
資
格
認
定
書
（
別
記
様
式
第
16号
）
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
第
１
項
の
認
定
を
行
わ
な
い
と
き
は
、
１
級
検
定
受
検
資
格
不
認
定
通
知
書
（
別
記
様
式
第
17号
）
を
交
付
す
る

も
の
と
す
る
。

４
　
検
定
規
則
第
９
条
第
３
項
第
２
号
の
書
面
は
、
営
業
所
属
証
明
書
（
別
記
様
式
第
18号
）
と
す
る
。

５
　
検
定
規
則
第
９
条
第
４
項
第
１
号
の
書
面
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に

定
め
る
書
面
と
す
る
。

�
　
検
定
規
則
第
８
条
第
１
号
に
規
定
す
る
者
　
検
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
警
備
業
務
の
種
別
に
つ
い
て
の
２
級
の

検
定
に
係
る
合
格
証
明
書
の
写
し
及
び
警
備
業
務
従
事
証
明
書
。
た
だ
し
、
警
備
業
務
従
事
証
明
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
事
情
を
疎
明
し
た
誓
約
書
（
別
記
様
式
第
19号
）

及
び
履
歴
書
と
す
る
。

�
　
検
定
規
則
第
８
条
第
２
号
に
規
定
す
る
者
　
１
級
検
定
受
検
資
格
認
定
書

　
（
合
格
証
明
書
の
不
交
付
）

第
15条
　
法
第
23条
第
５
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
22条
第
４
項
の
規
定
に
よ
る
合
格
証
明
書
の
交
付
を
行
わ
な
い

と
き
は
、
合
格
証
明
書
不
交
付
通
知
書
（
別
記
様
式
第
20号
）
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

　
（
合
格
証
明
書
の
返
納
命
令
）

第
16条
　
法
第
23条
第
５
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
22条
第
７
項
の
規
定
に
よ
る
合
格
証
明
書
の
返
納
命
令
は
、
合

格
証
明
書
返
納
命
令
書
（
別
記
様
式
第
21号
）
を
交
付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

　
（
成
績
証
明
書
の
不
交
付
）

第
17条
　
法
第
23条
第
１
項
の
検
定
に
お
い
て
、
偽
り
そ
の
他
不
正
な
手
段
等
に
よ
り
受
検
し
、
合
格
し
た
者
の
合
格

を
取
り
消
す
と
き
は
、
成
績
証
明
書
不
交
付
通
知
書
（
別
記
様
式
第
22号
）
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
第
５
章
　
機
械
警
備
業

　
（
準
用
規
定
）

第
18条
　
第
７
条
の
規
定
は
機
械
警
備
業
務
管
理
者
資
格
者
証
の
交
付
を
行
わ
な
い
と
き
に
つ
い
て
、
第
８
条
の
規
定
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は
機
械
警
備
業
務
管
理
者
資
格
者
証
の
返
納
命
令
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

　
（
即
応
体
制
の
整
備
の
基
準
）

第
19条
　
法
第
43条
に
規
定
す
る
基
準
は
、
基
地
局
に
お
い
て
盗
難
等
の
事
故
の
発
生
に
関
す
る
情
報
を
受
信
し
た
場

合
に
、そ
の
受
信
の
時
か
ら
25分
以
内
に
当
該
現
場
に
警
備
員
を
到
着
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
必
要
な
数
の
警
備
員
、

待
機
所
及
び
車
両
そ
の
他
の
装
備
の
配
置
と
す
る
。
た
だ
し
、
へ
き
地
等
に
所
在
し
、
か
つ
、
基
地
局
に
お
い
て
盗

難
等
の
事
故
の
発
生
に
関
す
る
情
報
を
受
信
し
た
場
合
に
、
近
隣
に
居
住
す
る
管
理
者
へ
連
絡
し
て
事
実
の
確
認
を

す
る
な
ど
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
と
公
安
委
員
会
が
認
め
た
警
備
業
務
対
象
施
設
（
以
下
「
特
例
対

象
施
設
」
と
い
う
。）
に
対
す
る
機
械
警
備
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
た
だ
し
書
の
特
例
対
象
施
設
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、機
械
警
備
対
象
施
設
特
例
承
認
申
請
書（
別

記
様
式
第
23号
）
を
当
該
営
業
所
の
所
在
地
の
所
轄
警
察
署
長
を
経
由
し
て
公
安
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

３
　
前
項
の
承
認
を
行
う
と
き
は
、
機
械
警
備
対
象
施
設
特
例
承
認
通
知
書
（
別
記
様
式
第
24号
）
を
交
付
す
る
も
の

と
す
る
。

４
　
第
２
項
の
承
認
を
行
わ
な
い
と
き
は
、
機
械
警
備
対
象
施
設
特
例
不
承
認
通
知
書
（
別
記
様
式
第
25号
）
を
交
付

す
る
も
の
と
す
る
。

　
（
努
力
義
務
）

第
20条
　
機
械
警
備
業
者
は
、
基
地
局
に
お
い
て
盗
難
等
の
事
故
の
発
生
に
関
す
る
情
報
を
受
信
し
た
場
合
に
お
け
る

警
備
員
を
当
該
現
場
に
到
着
さ
せ
る
の
に
要
す
る
時
間
を
短
縮
し
、
及
び
当
該
現
場
に
お
け
る
警
備
員
に
よ
る
事
実

の
確
認
そ
の
他
の
措
置
が
よ
り
効
果
的
に
講
じ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
配
置
す
る
警
備
員
、
待
機
所
及
び
車
両

そ
の
他
の
装
備
を
充
実
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
第
６
章
　
監
督

　
（
報
告
等
の
様
式
）

第
21条
　
施
行
規
則
第
69条
の
書
面
の
様
式
は
、
報
告
・
資
料
提
出
要
求
書
（
別
記
様
式
第
26号
）
の
と
お
り
と
す
る
。

　
（
指
示
）

第
22条
　
法
第
48条
の
規
定
に
よ
る
指
示
は
、
指
示
書
（
別
記
様
式
第
27号
）
を
交
付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

　
（
営
業
の
停
止
等
）

第
23条
　
法
第
49条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
警
備
業
務
に
係
る
営
業
の
全
部
又
は
一
部
の
停
止
の
命
令
は
、
営
業
停
止

命
令
書
（
別
記
様
式
第
28号
）
を
交
付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
49条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
営
業
の
廃
止
の
命
令
は
、
営
業
廃
止
命
令
書
（
別
記
様
式
第
29号
）
を
交
付
し

て
行
う
も
の
と
す
る
。

　
（
営
業
停
止
命
令
の
公
表
）

第
24条
　
法
第
49条

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
営
業
の
停
止
命
令
を
行
っ
た
場
合
又
は
他
の
都
道
府
県
公
安
委
員
会
が

行
っ
た
営
業
の
停
止
命
令
の
通
知
を
受
け
た
場
合
は
、
被
処
分
者
、
処
分
の
年
月
日
、
処
分
の
内
容
及
び
処
分
を
行
っ

た
都
道
府
県
公
安
委
員
会
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

　
（
医
師
の
指
定
）

第
25条
　
法
第
51条
の
規
定
に
よ
る
医
師
の
指
定
は
、
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
25年

法
律
第
123号

）第
18条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
精
神
保
健
指
定
医
の
指
定
を
受
け
た
医
師
の
う
ち
か
ら
指
定
す
る
も

の
と
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
行
っ
た
と
き
は
、
宮
城
県
公
報
（
宮
城
県
公
報
発
行
規
則
（
昭
和
31年
宮
城
県
規
則

第
67号
）
に
基
づ
き
発
行
さ
れ
る
宮
城
県
公
報
を
い
う
。）
で
公
示
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
第
７
章
　
雑
則

　
（
警
察
本
部
長
へ
の
委
任
）

第
26条
　
こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
則
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
警
察
本
部
長
が
定
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
規
則
は
、
平
成
20年
３
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
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別
記
様
式
第
１
号
（
第
２
条
、
第
３
条
関
係
）不

認
定

 
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
通
　
知
　
書

認
定
証
不
更
新
　
　
　
　
　

 
第
　
　
　
　
　
号
　
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
�
　
　
　

　
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
付
け
で
申
請
の
あ
っ
た
　
 

　
に
つ
い
て
は
、
次
の
理
由

に
よ
り
　
 

　
を
し
な
い
の
で
、
警
備
業
法
　
 

　
の
規
定
に
よ
り
通
知
す
る
。

　　　
備
考

　
　
１
　
不
要
の
文
字
は
、
横
線
で
消
す
こ
と
。

　
　
２
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。 警
備
業
の
認
定

認
定
証
の
有
効
期
間
の
更
新

認
定

認
定
証
の
有
効
期
間
の
更
新

第
５
条
第
３
項

第
７
条
第
３
項

氏
名
又
は
名
称

申
請
者

住
　
　
　
　
所

理
由１
　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
60日
以
内
に
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
（
宮
城
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部
生
活
安
全
企
画
課
経
由
）

に
対
し
て
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
60日
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経

過
す
る
と
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

２
　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月

以
内
に
、
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
宮
城
県
公
安
委
員
会

と
な
り
ま
す
。）、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ

た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か

ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
異
議
申
立
て
を
し
た
場
合
に
は
、
当
該
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
が

あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
の
日

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。）。

別
記
様
式
第
２
号
（
第
４
条
関
係
）

認
　
定
　
取
　
消
　
通
　
知
　
書

 
第
　
　
　
　
　
号
　
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
�
　
　
　

　
　
警
備
業
法
第
８
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
認
定
を
取
り
消
し
た
の
で
通
知
す
る
。

　
備
考
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。

氏
名

又
は

名
称

住
　
　
　
　
　
　
　
　
所

代
表

者
の

氏
名

認
定
証
の
番
号

年
　
　
月
　
　
日

認
定

年
月

日

認
定
を
取
り
消
し
た
理
由

１
　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月

以
内
に
、
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
宮
城
県
公
安
委
員
会

と
な
り
ま
す
。）、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ

た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か

ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。



 

 

（11）　 平成20年２月15日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第1933号　　 
別
記
様
式
第
３
号
（
第
５
条
関
係
）

認
　
定
　
証
　
返
　
納
　
届
　
出
　
書

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　
　

　
　
　
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
殿

 
届
出
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
　
　
　
　

 
�
　
　
　

   　
　
警
備
業
法
第
12条
第
　
　
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
し
ま
す
。

　　
記
載
要
領

　
　
１
　
※
印
欄
に
は
、
記
載
し
な
い
こ
と
。

　
　
２
　
届
出
者
は
、
氏
名
を
記
載
し
、
及
び
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
備
考
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。

氏
名
又
は
名
称

名
称

主
　
た
　
る

営
　
業
　
所
所
在
地

認
定
証
の
番
号

　
　
　
公
安
委
員
会

認
定
証
を
交
付
し
た
公
安
委
員
会
の
名
称

返
納
の
事
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日

返
納
の
事
由
の

発
生
年
月
日

年
　
　
月
　
　
日

※
受
理
年
月
日

※
受
理
番
号

別
記
様
式
第
４
号
（
第
７
条
関
係
）資
　
格
　
者
　
証
　
不
　
交
　
付
　
通
　
知
　
書

 
第
　
　
　
　
　
号
　
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
�
　
　
　

　

　
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
付
け
で
申
請
の
あ
っ
た
　
 

　
の
交
付
に
つ
い
て

は
、　
 

　
の
規
定
に
よ
り
交
付
を
行
わ
な
い
の

で
通
知
す
る
。

　　
備
考

　
　
１
　
不
要
の
文
字
は
、
横
線
で
消
す
こ
と
。

　
　
２
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。 警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
資
格
者
証

機
械
警
備
業
務
管
理
者
資
格
者
証

警
備
業
法
第
22条
第
４
項

警
備
業
法
第
42条

第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
22条
第
４
項

住
所

申請者
年
　
　
月
　
　
日
生

生
年
月
日

氏
名

理
由１
　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
60日
以
内
に
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
（
宮
城
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部
生
活
安
全
企
画
課
経
由
）

に
対
し
て
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
60日
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経

過
す
る
と
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

２
　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月

以
内
に
、
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
宮
城
県
公
安
委
員
会

と
な
り
ま
す
。）、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ

た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か

ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
異
議
申
立
て
を
し
た
場
合
に
は
、
当
該
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
が

あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
の
日

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。）。



 

 

第1933号　平成20年２月15日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （12）
別
記
様
式
第
５
号
（
第
８
条
関
係
）

資
　
格
　
者
　
証
　
返
　
納
　
命
　
令
　
書

 
第
　
　
　
　
　
号
　
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
�
　
　
　

　
警
備
業
法
　
 

　
の
規
定
に
よ
り
　
　
　
　
公
安
委
員
会

第
　
　
　
　
　
号
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
月
　
　
　
　
日
交
付
の
　
 

　
の

返
納
を
命
ず
る
。

 　
備
考

　
　
１
　
不
要
の
文
字
は
、
横
線
で
消
す
こ
と
。

　
　
２
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。

第
22条
第
７
項

第
42条
第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
22条
第
７
項警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
資
格
者
証

機
械
警
備
業
務
管
理
者
資
格
者
証

本
籍

年
　
　
　
月
　
　
　
日
生

生
年
月
日

氏
名

理
由　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以

内
に
、
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
宮
城
県
公
安
委
員
会
と
な

り
ま
す
。）、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ

と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算

し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

別
記
様
式
第
６
号
（
第
９
条
関
係
）

講
習
修
了
証
明
書
不
交
付
通
知
書

 
第
　
　
　
　
　
号
　
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
�
　
　
　

　

　
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
か
ら
　
　
月
　
　
日
ま
で
実
施
し
た
　
　
　
　
　
　
　
　
   講
習
に
係
る
講
習
修
了

証
明
書
に
つ
い
て
は
、
交
付
し
な
い
の
で
通
知
す
る
。

　
備
考
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。

住
所

受講者
年
　
　
月
　
　
日
生

生
年
月
日

氏
名

理
由１
　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
60日
以
内
に
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
（
宮
城
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部
生
活
安
全
企
画
課
経
由
）

に
対
し
て
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
60日
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経

過
す
る
と
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

２
　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月

以
内
に
、
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
宮
城
県
公
安
委
員
会

と
な
り
ま
す
。）、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ

た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か

ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
異
議
申
立
て
を
し
た
場
合
に
は
、
当
該
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
が

あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
の
日

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。）。



 

 

（13）　 平成20年２月15日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第1933号　　 
別
記
様
式
第
７
号
（
第
10条
関
係
）

警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
兼
任
承
認
申
請
書

  
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
　
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
殿

 
申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
　
　
　

 
�
　
　

   　
警
備
業
法
施
行
規
則
第
39条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
兼
任
の
承
認
を
申
請
し
ま
す
。

　
備
考

　
　
１
　
申
請
者
は
、
氏
名
を
記
載
し
、
及
び
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
２
　
※
印
の
欄
に
は
、
記
載
し
な
い
こ
と
。

　
　
３
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。

公
安
委
員
会
第
　
　
　
　
　
　
　
　
号

認
定

番
号

名
称

主
　
た
　
る

営
　
業
　
所
所

在
地

名
称

専
任

の

営
業

所
所

在
地

名
称

兼
任
し
よ
う
と

す
る
営
業
所
所

在
地

申
請
事
由

年
　
　
月
　
　
日

※
受
理
年
月
日

※
受
理
番
号

別
記
様
式
第
８
号
（
第
10条
関
係
）

警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
兼
任
承
認
通
知
書

 
第
　
　
　
　
　
号
　
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
�
　
　
　

　
下
記
の
営
業
所
に
対
し
て
、
警
備
業
法
施
行
規
則
第
39条
第
３
項
の
規
定
に
よ
る
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
の
兼

任
を
承
認
し
た
の
で
通
知
す
る
。

　　
備
考
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。

公
安
委
員
会
　
第
　
　
　
　
　
　
　
　
号

認
定

番
号

住
　
　

所

警
備
員
指
導

教
育
責
任
者

氏
　
　

名

番
号

交
付
年
月
日

交
付
公
安
委
員
会

資
格
者
証

　
　
　
年
　
月
　
日

　
　
　
公
安
委
員
会

所
在

地
主
　
た
　
る

営
　
業
　
所

名
称

所
在

地
専

任
の

営
業

所
名

称

所
在

地
兼
任
し
よ
う
と

す
る
営
業
所

名
称



 
第1933号　平成20年２月15日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （14）

別
記
様
式
第
９
号
（
第
10条
関
係
）警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
兼
任
不
承
認
通
知
書

 
第
　
　
　
　
　
号
　
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
�
　
　
　

　
下
記
の
営
業
所
に
対
し
て
、
警
備
業
法
施
行
規
則
第
39条
第
３
項
の
規
定
に
よ
る
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
の
兼

任
を
承
認
し
な
い
こ
と
と
し
た
の
で
通
知
す
る
。

 　
備
考
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。

公
安
委
員
会
　
第
　
　
　
　
　
　
　
　
号

認
定

番
号

住
　
　

所

警
備
員
指
導

教
育
責
任
者

氏
　
　

名

番
号

交
付
年
月
日

交
付
公
安
委
員
会

資
格
者
証

　
　
　
年
　
月
　
日

　
　
　
公
安
委
員
会

所
在

地
主
　
た
　
る

営
　
業
　
所
名

称

所
在

地
専

任
の

営
業

所
名

称

所
在

地
兼
任
し
よ
う
と

す
る
営
業
所
名

称

理
由

１
　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
60

日
以
内
に
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
（
宮
城
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部
生
活
安
全
企
画
課
経
由
）
に
対
し
て

異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起

算
し
て
60日
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
異
議
申
立

て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

２
　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内

に
、
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
宮
城
県
公
安
委
員
会
と
な
り
ま

す
。）、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ

た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を

経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。
た
だ
し
、
上
記
１
の

異
議
申
立
て
を
し
た
場
合
に
は
、
当
該
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日

か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の

場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と

処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

別
記
様
式
第
10号
（
第
12条
関
係
）

警
備
業
務
従
事
証
明
書

住
　
　
所

氏
　
　
名

生
年
月
日
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
生

　
上
記
の
者
が
、　
 

　
　
　
警
備
業
務
に
　
 

　
こ
と
に
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

                  

年
　
　
月
　
　
日
　

住
所
又
は
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地

氏
名
又
は
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名

�
　

認
定
証
を
交
付
し
た
公
安
委
員
会
            　

　
　
     　

　
　
公
安
委
員
会

認
定
証
の
番
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
　
　
　
　
　
　
　
号

　
　
年
　
　
月
　
　
日
か
ら
　
　
年
　
　
月
　
　
日
ま
で
の
間
（
　
　
年
　
　
月
間
）

　
　
年
　
　
月
　
　
日
か
ら
現
在
ま
で
の
間
（
　
　
年
　
　
月
間
）

従
事
し
て
い
た

従
事
し
て
い
る

備
考

　
１
　
不
要
の
文
字
は
、
横
線
で
消
す
こ
と
。

　
２
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。



（15）　 平成20年２月15日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第1933号　　 
別
記
様
式
第
11号
（
第
12条
関
係
）

記
載
要
領

　
１
　
□
は
、
該
当
す
る
場
合
に
、
レ
印
を
付
け
る
こ
と
。

　
２
　
警
備
業
務
の
部
分
は
、
従
事
し
て
い
た
（
い
る
）
警
備
業
務
の
内
容
を
具
体
的
に
記
載
す
る
こ
と
。

３
　
２
級
の
検
定
に
係
る
合
格
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
合
格
証
の
写
し
を
提
出
す

る
こ
と
。

　
４
　
誓
約
書
は
、
氏
名
を
記
載
し
、
及
び
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

備
考
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。

誓
　
　
約
　
　
書

　
私
は
、
次
の
理
由
で
「
警
備
業
務
従
事
証
明
書
」
の
発
行
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
別
添
の
履
歴

書
記
載
の
と
お
り

□
　
最
近
５
年
間
に
　
　
　
　
　
　
　
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
た
期
間
が
３
年
以
上
で
あ
る
者

□
　
　
　
　
　
　
　
警
備
業
務
に
係
る
２
級
の
検
定
に
係
る
合
格
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
後
、
継
続
し
て

１
年
以
上
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
る
者

で
あ
り
、
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
及
び
機
械
警
備
業
務
管
理
者
に
係
る
講
習
等
に
関
す
る
規
則
第
３
条
に

規
定
す
る
受
講
要
件
を
充
足
し
て
い
る
こ
と
を
誓
約
し
ま
す
。 

理
由
　
□
　
所
属
し
て
い
た
警
備
業
者
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
が

　
　
　
　
既
に
廃
業
し
て
い
る
。

　
　
　
□
　
　
　
理
由

次
の
事
情

に
よ
る
。

年
　
　
月
　
　
日
　

宮
城
県
公
安
委
員
会
　
殿
 

住
　
　
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

氏
　
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
　

生
年
月
日
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
生
　

������

������

別
記
様
式
第
12号
（
第
13条
関
係
）

　
記
載
要
領

　
　
１
　
指
定
申
請
書
は
、
氏
名
を
記
載
し
、
及
び
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
２
　
不
要
の
文
字
は
、
横
線
で
消
す
こ
と
。

　
備
考
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。

年
　
　
月
　
　
日
　

　
　
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
殿

住
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

氏
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
　

年
　
　
月
　
　
日
生
　

指
　
定
　
申
　
請
　
書

　
警
備
員
教
育
を
行
う
者
等
を
定
め
る
規
程
　
 

　
に
規
定
す
る

　
 

　
を
行
え
る
者
と
し
て
指
定
を
受
け
た
い
の
で
、
下
記
の
と
お
り
必
要
書
類
を
添
え
て
申
請

し
ま
す
。

記

第
１
条
第
４
号

第
３
条
第
５
号

基
本
教
育

業
務
別
教
育
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別
記
様
式
第
13号
（
第
13条
関
係
）

　
備
考

　
　
１
　
不
要
の
文
字
は
、
横
線
で
消
す
こ
と
。

　
　
２
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。

指
　
　
　
定
　
　
　
書

第
　
　
　
　
　
号
　

年
　
　
月
　
　
日
　

住
所

氏
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

宮
城
県
公
安
委
員
会
　
�
　

　
警
備
員
教
育
を
行
う
者
等
を
定
め
る
規
程
　
 

　
を
行
う
に
つ
い
て
十
分
な

能
力
を
有
す
る
者
と
し
て
指
定
す
る
。

　
　
教
育
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
内
容

　
　
有
効
期
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日

第
１
条
第
４
号
の
基
本
教
育

第
３
条
第
５
号
の
業
務
別
教
育

別
記
様
式
第
14号
（
第
13条
関
係
）

　
備
考

　
　
１
　
不
要
の
文
字
は
、
横
線
で
消
す
こ
と
。

   　
２
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。

 
第
　
　
　
　
　
号
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　

住
所

氏
名
　
　
 　
　
　
                   殿

宮
城
県
公
安
委
員
会
　
�
　
　

不
　
指
　
定
　
通
　
知
　
書

　
警
備
員
教
育
を
行
う
者
等
を
定
め
る
規
程
　
 

　
を
行
う
に
つ
い
て
十
分
な

能
力
を
有
す
る
者
と
し
て
の
指
定
の
申
請
に
つ
い
て
は
、下
記
の
理
由
に
よ
り
指
定
し
な
い
の
で
通
知
す
る
。

理
由

第
１
条
第
４
号
の
基
本
教
育

第
３
条
第
５
号
の
業
務
別
教
育

１
　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
60日
以
内
に
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
（
宮
城
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部
生
活
安
全
企
画
課
経
由
）

に
対
し
て
、
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
60日
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を

経
過
す
る
と
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

２
　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月

以
内
に
、
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
宮
城
県
公
安
委
員
会

と
な
り
ま
す
。）、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ

た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か

ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
異
議
申
立
て
を
し
た
場
合
に
は
、
当
該
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
が

あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
の
日

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。）。
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別
記
様
式
第
15号
（
第
14条
関
係
）

　
記
載
要
領

１
　
申
請
者
は
、
氏
名
を
記
載
し
、
及
び
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
「
理
由
」
欄
に
は
、
警
備
員
等
の
検
定
等
に
関
す
る
規
則
第
８
条
第
１
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識

及
び
能
力
を
有
す
る
者
に
該
当
す
る
理
由
を
具
体
的
に
記
載
す
る
こ
と
。

　
備
考
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。

１
級
検
定
受
検
資
格
認
定
申
請
書

　
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
殿

　
警
備
員
等
の
検
定
等
に
関
す
る
規
則
第
８
条
第
２
号
に
規
定
す
る
１
級
の
検
定
（
　
　
　
　
　
　
　
　
）

の
受
検
資
格
を
有
す
る
こ
と
の
認
定
を
申
請
し
ま
す
。

　
理
由

年
　
　
月
　
　
日
　

住
　
　
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

氏
　
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
　

生
年
月
日
　
　
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
生
　

別
記
様
式
第
16号
（
第
14条
関
係
）

　
備
考
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。

１
級
検
定
受
検
資
格
認
定
書

第
　
　
　
　
　
号
　

年
　
　
月
　
　
日
　

住
　
所

氏
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

宮
城
県
公
安
委
員
会
　
�
　

　
警
備
員
等
の
検
定
等
に
関
す
る
規
則
第
８
条
第
２
号
に
規
定
す
る
１
級
の
検
定
（
　
　
　
　
　
　
　
　
）

の
受
検
資
格
を
有
す
る
こ
と
を
認
定
す
る
。
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別
記
様
式
第
17号
（
第
14条
関
係
）

　
備
考
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。

１
級
検
定
受
検
資
格
不
認
定
通
知
書

 
第
　
　
　
　
　
号
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　

住
　
所

氏
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

宮
城
県
公
安
委
員
会
　
�
　
　

　
警
備
員
等
の
検
定
等
に
関
す
る
規
則
第
８
条
第
２
号
に
規
定
す
る
１
級
の
検
定
（
　
　
　
　
　
　
　
　
）

の
受
検
資
格
を
有
す
る
者
と
は
認
定
し
な
い
の
で
通
知
す
る
。

理
由１
　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
60日
以
内
に
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
（
宮
城
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部
生
活
安
全
企
画
課
経
由
）

に
対
し
て
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
60日
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経

過
す
る
と
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

２
　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月

以
内
に
、
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
宮
城
県
公
安
委
員
会

と
な
り
ま
す
。）、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ

た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か

ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
異
議
申
立
て
を
し
た
場
合
に
は
、
当
該
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
が

あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
の
日

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。）。

別
記
様
式
第
18号
（
第
14条
関
係
）

　
備
考
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。

営
　
業
　
所
　
属
　
証
　
明
　
書

住
　
　
所

氏
　
　
名

生
年
月
日
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
生

　
上
記
の
者
が
、
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
現
在
、
警
備
員
と
し
て
下
記
営
業
所
に
所
属
し
て
い
る
こ
と

に
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

記

営
業
所
の
名
称

 営
業
所
の
所
在
地

年
　
　
月
　
　
日
　
　
　
　
　

　
住
所
又
は
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地

　
氏
名
又
は
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名

�
　



 

（19）　 平成20年２月15日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第1933号　　 

������

������

別
記
様
式
第
19号
（
第
14条
関
係
）

　　
記
載
要
領

１
　
不
要
文
字
は
、
横
線
で
消
す
こ
と
。

２
　
□
は
、
該
当
す
る
場
合
に
、
レ
印
を
付
け
る
こ
と
。

３
　
警
備
業
務
の
部
分
は
、
従
事
し
て
い
た
（
い
る
）
警
備
業
務
の
内
容
を
具
体
的
に
記
載
す
る
こ
と
。

４
　
誓
約
書
は
、
氏
名
を
記
載
し
、
及
び
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
備
考
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。

別
記
様
式
第
20号
（
第
15条
関
係
）

　
備
考
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。

合
格
証
明
書
不
交
付
通
知
書

 
第
　
　
　
　
　
号
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　

住
　
所

氏
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

宮
城
県
公
安
委
員
会
　
�
　
　

　
警
備
業
法
第
23条
第
５
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
22条
第
４
項
の
規
定
に
よ
り
合
格
証
明
書
を
交
付

し
な
い
こ
と
と
し
た
の
で
通
知
す
る
。

理
　
由

１
　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
60日
以
内
に
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
（
宮
城
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部
生
活
安
全
企
画
課
経
由
）

に
対
し
て
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
60日
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経

過
す
る
と
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

２
　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月

以
内
に
、
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
宮
城
県
公
安
委
員
会

と
な
り
ま
す
。）、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ

た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か

ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
異
議
申
立
て
を
し
た
場
合
に
は
、
当
該
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
が

あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
の
日

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。）。

誓
　
　
　
約
　
　
　
書

　
私
は
、
次
の
理
由
で
「
警
備
業
務
従
事
証
明
書
」
の
発
行
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
別
添
の
履
歴

書
記
載
の
と
お
り
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
警
備
業
務
に
つ
い
て
　
 

 
　
当
該
警
備
業
務
に
従
事
し
た
期
間
が
、
　
年

以
上
で
あ
る
こ
と
を
誓
約
し
ま
す
。

理
　
由

□
　
所
属
し
て
い
た
警
備
業
者
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
が
、

既
に
廃
業
し
て
い
る
。

□
　
次
の
事
情
に
よ
る
。

年
　
　
月
　
　
日
　

　
宮
城
県
公
安
委
員
会
  　
殿

 住
　
　
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

氏
　
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
　

生
年
月
日
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
生
　

２
級
の
検
定
に
係
る
合
格
証
明
書
の

２
級
の
合
格
証
明
書
の
　
　
　
　
　

交
付
を
受
け
た
後

交
付
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
っ
て
２
級
検
定
に
合
格
し
た
後



 

 

第1933号　平成20年２月15日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （20）
別
記
様
式
第
21号
（
第
16条
関
係
）

　
備
考
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。

合
格
証
明
書
返
納
命
令
書
 

 
第
　
　
　
　
　
号
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　

　
 　
　
　
                   殿

宮
城
県
公
安
委
員
会
　
�
　
　

　
警
備
業
法
第
23条
第
５
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
22条
第
７
項
の
規
定
に
よ
り
　
　
　
公
安
委
員
会

第
　
　
　
　
　
　
号
　
　
年
　
　
月
　
　
日
交
付
の
合
格
証
明
書
の
返
納
を
命
ず
る
。

　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か

月
以
内
に
、
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
宮
城
県
公
安
委

員
会
と
な
り
ま
す
。）、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処

分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。）。

年
　
　
　
月
　
　
　
日
生

生
年
月
日

氏
名

住
所

 警
備
業
務
　
第
        級

　
　

警
備
業
務
の
種
別
及
び
級

理
由

別
記
様
式
第
22号
（
第
17条
関
係
）

成
績
証
明
書
不
交
付
通
知
書

 
第
　
　
　
　
　
号
　
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
�
　
　
　

　

　
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
に
実
施
し
た
検
定
の
学
科
試
験
及
び
実
技
試
験
に
係
る
成
績
証
明
書
に
つ
い
て
は
、

交
付
し
な
い
の
で
通
知
す
る
。

　
備
考
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。

住
所

申請者
年
　
　
月
　
　
日
生

生
年
月
日

氏
名

理
由１
　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
60日
以
内
に
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
（
宮
城
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部
生
活
安
全
企
画
課
経
由
）

に
対
し
て
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
60日
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経

過
す
る
と
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

２
　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月

以
内
に
、
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
宮
城
県
公
安
委
員
会

と
な
り
ま
す
。）、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ

た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か

ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
異
議
申
立
て
を
し
た
場
合
に
は
、
当
該
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
が

あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の

訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。



 

 

（21）　 平成20年２月15日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第1933号　　 
別
記
様
式
第
23号
（
第
19条
関
係
）

機
械
警
備
対
象
施
設
特
例
承
認
申
請
書

年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
　
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
殿

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
　
　
　

�
　

　
警
備
業
法
施
行
細
則
第
19条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
下
記
の
対
象
施
設
に
対
す
る
警
備
業
務
対
象
施
設
の
承
認
を

申
請
し
ま
す
。

　
記
載
要
領

　
　
１
　
申
請
者
は
、
氏
名
を
記
載
し
、
及
び
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
２
　
※
印
の
欄
に
は
、
記
載
し
な
い
こ
と
。

　
備
考
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。

公
安
委
員
会
　
第
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
号

認
定

番
号

名
称

基
地

局
所

在
地

名
称

対
象
施
設
所

在
地

所
要
時
間

距
 
離

基
地
局
か
ら

住
所

対
象
施
設

管
理

者
職
業
氏
名

所
要
時
間

距
 
離

対
象
施
設
か
ら

（
申
請
者
は
、
対
象
施
設
付
近
の
図
面
の
添
付
を
願
い
ま
す
。）

申
請
事
由

年
　
　
月
　
　
日

※
受
理
年
月
日

※
受
理
番
号

別
記
様
式
第
24号
（
第
19条
関
係
）

機
械
警
備
対
象
施
設
特
例
承
認
通
知
書

第
　
　
　
　
　
号
　
　

年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

宮
城
県
公
安
委
員
会
　
�
　
　
　

　
下
記
の
対
象
施
設
に
対
し
て
、
警
備
業
法
施
行
細
則
第
19条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
即
応
体
制
の
整
備
の
基
準
に

つ
い
て
の
特
例
を
適
用
す
る
施
設
で
あ
る
と
承
認
し
た
の
で
通
知
す
る
。

　
備
考
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。

公
安
委
員
会
　
第
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
号

認
定

番
号

名
称

基
地

局

所
在

地

名
称

対
象
施
設

所
在

地



 

 

第1933号　平成20年２月15日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （22）
別
記
様
式
第
26号
（
第
21条
関
係
）

報
告
・
資
料
提
出
要
求
書

第
　
　
　
　
　
号
　
　

年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

宮
城
県
公
安
委
員
会
　
�
　
　
　

　
　
警
備
業
法
第
46条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
報
告
又
は
資
料
の
提
出
を
求
め
る
。

　
備
考
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。

報
告
又
は
資
料
の
提

出
を
求
め
る
事
項

理
由

警
　
察
　
署
　
　
　
　
　
　

報
告
又
は
資
料
の

提
出

場
所

年
　
　
　
月
　
　
　
日
午
前
・
後
　
　
時
　
　
分
ま
で
　
　

提
出

期
限

別
記
様
式
第
25号
（
第
19条
関
係
）

機
械
警
備
対
象
施
設
特
例
不
承
認
通
知
書

 
第
　
　
　
　
　
号
　
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
�
　
　
　

　
下
記
の
対
象
施
設
に
対
し
て
、
警
備
業
法
施
行
細
則
第
19条
第
４
項
の
規
定
に
よ
り
即
応
体
制
の
整
備
の
基
準
に

つ
い
て
の
特
例
を
承
認
し
な
い
こ
と
と
し
た
の
で
通
知
す
る
。

 　
備
考
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。

公
安
委
員
会
　
第
　
　
　
　
　
　
　
　
号

認
定

番
号

名
称

基
地

局
所

在
地

名
称

対
象
施
設
所

在
地

特
例
を
認
め
な
い
こ
と
と
し
た
理
由

１
　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
60日
以
内
に
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
（
宮
城
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部
生
活
安
全
企
画
課
経
由
）

に
対
し
て
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
60日
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経

過
す
る
と
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

２
　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月

以
内
に
、
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
宮
城
県
公
安
委
員
会

と
な
り
ま
す
。）、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ

た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か

ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
異
議
申
立
て
を
し
た
場
合
に
は
、
当
該
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
が

あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
の
日

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。）。



 

 

（23）　 平成20年２月15日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第1933号　　 
別
記
様
式
第
27号
（
第
22条
関
係
）

指
　
　
　
示
　
　
　
書

第
　
　
　
　
　
号
　
　

年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
住
　
　
　
　
所

　
氏
名
又
は
名
称

　
代
表
者
の
氏
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

宮
城
県
公
安
委
員
会
　
�
　
　
　

　
　
警
備
業
法
第
48条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
指
示
す
る
。

 　
備
考
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。

違
反

事
項

指
示

事
項

理
由

１
　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
60日
以
内
に
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
（
宮
城
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部
生
活
安
全
企
画
課
経
由
）

に
対
し
て
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
60日
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経

過
す
る
と
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

２
　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月

以
内
に
、
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
宮
城
県
公
安
委
員
会

と
な
り
ま
す
。）、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ

た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か

ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
異
議
申
立
て
を
し
た
場
合
に
は
、
当
該
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
が

あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
の
日

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。）。

別
記
様
式
第
28号
（
第
23条
関
係
）

営
　
業
　
停
　
止
　
命
　
令
　
書

第
　
　
　
　
　
号
　
　

年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
住
　
　
　
　
所

　
氏
名
又
は
名
称

　
代
表
者
の
氏
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

宮
城
県
公
安
委
員
会
　
�
　
　
　

　
　
警
備
業
法
第
49条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
営
業
の
停
止
を
命
ず
る
。

　
備
考

　
　
１
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。

　
　
２
　
「
処
分
の
理
由
」
に
は
、
違
反
事
項
、
事
案
の
概
要
等
を
記
載
す
る
こ
と
。

停
止
の
範
囲

　
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日
か
ら

                 　
　
　
　
　
　
　
　
                       （

　
　
　
日
間
）

　
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日
ま
で

停
止
の
期
間

処
分
の
理
由

　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以

内
に
、
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
宮
城
県
公
安
委
員
会
と
な

り
ま
す
。）、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ

と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算

し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。
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ペ
ー
ジ

二

段下

行四

正

規
則

　
　
　
　
　
　
　

誤

条
例

別
記
様
式
第
29号
（
第
23条
関
係
）

営
　
業
　
廃
　
止
　
命
　
令
　
書

第
　
　
　
　
　
号
　
　

年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
住
　
　
　
　
所

　
氏
名
又
は
名
称

　
代
表
者
の
氏
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

宮
城
県
公
安
委
員
会
　
�
　
　
　

　
　
警
備
業
法
第
49条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
営
業
の
廃
止
を
命
ず
る
。

　
備
考
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。

氏
名
又
は
名
称

住
所

代
表
者
の
氏
名

処
分
の
理
由

　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以

内
に
、
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
宮
城
県
公
安
委
員
会
と
な

り
ま
す
。）、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ

と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算

し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。


